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    八幡小学校だより                             児童数 １０１名 

 

今週末で令和３年度前期が終わります。この

半年も新型コロナウイルス感染問題に振り回さ

れる事になりました。しかし昨年度とは明らか

に違い学校を休業することなく、感染拡大防止に気をつけながら学校生活を送りました。いわ

ゆる「withコロナ」（新しいライフスタイル）が随分浸透してきたのではないでしょうか。と

は言うもののマスク・手洗い（消毒）・三密を避ける等の感染防止行動に対するストレスはなく

なるものではありません。また、子ども達の顔がこの間まともに見られていないと言うこと

（特に１，２年生は入学して以来マスクなしの顔はほとんど見られていない）は異常なことで

す。子ども達の感情は当然表情に表れます。その表情からいろんな事を読み取ったり感じ取っ

たりするわけですから、この問題は学校にとっては大きな問題です。もちろん学校の職員は表

情以外の部分にも気を配りながら子どもたちの様子を見ていますが、見落としがあるかもしれ

ません。だからこれまで以上に全職員で全児童を育てているという意識を高めていこうと常に

確認をしています。一方、コロナ禍でも子ども達はたくましく学

校生活を送っています。いい意味で「慣れる」という事は「たく

ましくなる」事だとも感じます。八幡小がめざしている「安心し

て学べる学校」になるために、各学級で決めためざす学級に向か

って取り組みを進めてきました。前期終了のこの期に各学級の取

り組みを自己評価して、目標達成に向けた更なる取り組みにつな

いでいきます。ご家庭でも学級目標に関して（どのくらいできて

いるかな？）お子さんに尋ねてみてください。 

 

令和２年度の学校便り№10でもお知ら

せしましたが、2019年 12月に文科省か

ら発表された「GIGAスクール構想」によ

り、子ども達への一人一台の PCと通信ネットワーク環境の整備が急速に進みました。また、コ

ロナ禍という状況下でその活用に関しても各地で実践が盛んに行われ始めました。学校におけ

る ICT教育（通信技術を活用したコミュニケーション）は「子ども達の力を最大限に引き出す

学び」の有効な手段して捉えられています。八女市でも教育の情報

化（ICT教育）の基本方針が出されその推進がなされようとしてい

ます。また後期の ICT活用実施計画が提起され、ステップ 0「いつ

でも ちょこっと使う」の内容を中心に、日常的に活用できること

が目標とされています。具体的には、①タイピング練習（毎日） 

②ドリルパーク（授業時間、家庭学習等）③ネット検索（調べ学

習、家庭学習） ④Teamsオンライン学習（授業時間、家庭学習） 

などが例示されています。八幡小でも計画的に進めていきます。し

かし、この取り組みには、物理的なネット環境問題やネット使用に

関する安全性の問題等まだ様々な課題があり、活用の推進とともに

問題への対応も進めていきます。 

９月３０日を持って福岡県（全国も）に出されてい

た緊急事態宣言も解除されました。一時期の感染拡大

からすれば感染者数も随分減少してきたようです。

様々な活動の制限が少しずつ緩和され、日常を取り戻す営みが徐々に行われていくと思います

が、第６波襲来の危険性がなくなったわけではありません。一方、子ども達のワ

クチン摂取（任意）も始まりました。さらに八女市では子ども達や教職員を対象

に PCRのスクリーニング検査（任意）も予算化されて有効な活用が勧められてい

ます。今後も家庭内感染や学校でのクラスターが起こらないように引き続き感染

防止対策の手を緩めることなく取り組みを進めていかなければなりません。皆様

のご支援・ご協力よろしくお願いします。 

 

少子化問題は全国的な問題で、政治的にも喫緊の課題

だと捉えられています。もちろん八女市においても例外

ではありません。地域によっては学校再編（小中一貫や合併等）の議論がなされています。八幡

小においては、ここ数年児童数に大きな変化はなく何とか全校児童数百名を維持してきていま

す。しかし、来年度（令和４年度）はその百名を切る状況が出

てきました。これは一時的な状況ではなく、今後減少傾向に動

き出すことも考えられます。八幡小は八女市の中でも豊かな自

然と地域の「ひと・もの・こと」に恵まれた地域です。八幡小

学校という名称は明治２５年４月（八幡尋常小学校）からとい

う歴史のある学校です。この歴史と伝統のある八幡小学校を未

来につないでいくためにも、「地域の学校」として再構築して

いくことも検討すべき時期に来ているのではないかと個人的

には考えます。現在 PTAや地域の各種団体等の支援を受けてい

ますが、その範囲をさらに広げ八幡小校区住民を八幡小住民生（会員）とし、校区住民と児童の

交流や学校支援が展開していくような新しい学校の在り方を想像してみるなど、未来の八幡小を

考える事だけでも意味があることかもしれません。 
 

 

１０月 ４日（月） お茶の淹れ方教室（３，４年）   

１０月 ５日（火） ALT・ベネッセ来校 PTA役員会・理事会・成人教育委員会 

１０月 ６日（水） 代表委員会⑤  

  １０月 ８日（金）  前期終業式④ ※１０月１１日（月）子ども達は休み 

１０月１２日（火） 後期始業式① ブロック結団式 稲刈り（５年） ベネッセ来校                

  １０月１３日（水） 運動会係活動⑥（４～６年） 移動図書館 

１０月１４日（木）～運動会全体練習開始① 集団下校（安全確認）職員引率       

１０月１８日（月） 運動会係活動⑥（４～６年） 

１０月２２日（金） 運動会準備⑤ 

１０月２３日（土） 運動会８：４０～開始（午前中） 

１０月２５日（月） 振替休日 

           

※雨天の場合は、２３日（土）は休みで、運動会は１０月２４日（日）に順延です。 

 この場合も振替休日は１０月２５日（月）です。 

 ※行事はあくまでも予定です。コロナ感染状況や気候等 

により中止や延期等の変更があります。 

 
 

令和３年度前期をふり返って 

急ピッチで進む教育のデジタル化 

緊急事態宣言解除後も 

未来の八幡小を考える 


